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地域チャイルドライン、そしてヘルプラインへ
　　　　ー期間限定フリーダイヤルキャンペーンからー

　　　めぐろチャイルドライン代表・早稲田大学教授　 
喜多　明人 

　 2014年9月1日から7日まで、目黒区在住、在学の18歳までの子どもを対象として、めぐろ
チャイルドライン独自のフリーダイヤルを開設して、子どもの声を集中的に聴き、受けとめる
活動が行われた。着信6件のうち3件が会話成立。小学校低学年の子ども、高学年の子ども、そ
して高校生女子の3名であった。いずれも友達関係の悩みや生き方に係る話であり、「自分で
もはっきりわからないような混沌とした思いを、そのまま受けとめてもらうこと」の大事さを
改めて認識できたという。いじめや虐待などのヘルプライン関連は、今回は不発ではあった
が、小児科医から目黒区医師会へのつながり、主任児童委員、弁護士、警察等との連携など地
域でのネットワーク作りの足がかりできたことは成果といえる。 
　 1週間で6件という数字はけして多くないが、「めぐろハートネット」が年間22件、という
ことで、めぐろの子どものつかみ方についてもうひとつ工夫が必要ということなのであろう。 
　 わたしは、常々、チャイルドラインは“地域チャイルドライン”であるべき、と主張してき
た。チャイルドライン活動を通して、めぐろという地域の子どもの声を受け止めること、多様
な子どものニーズ、要求を、子ども支援活動として反映させていくことが大切であると考えて
きた。フリーダイヤルは、電話のかけ易さからいえば当然であるが、地域チャイルドラインで
ある本質を損なわない工夫が必要であると感じている。 
　 いま中学生の間では、ラインでのコミュニケーションが発展している（弊害もあるが）。   
めぐろの子どものつながり方としても、インターネット相談が有効であると思われる。 
 　めぐろチャイルドラインも参加してきた「NPO法人めぐろ子ども支援ネット」では、近々、
インターネット相談活動に踏み切る予定である。その際は、わがチャイルドラインの経験や人
材が活かされてほしいと思う。　　!
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ー活動報告ー
9/28～11/30　
　2014年度ボランティア養成講座 

 　　　全7回　受講者4名
12/14～1/25　
　受け手登録者研修　全3回
　⭐3月に3名が受け手デビューしました

10/25　
　めぐろ福祉バザー中目黒ＧＴプラザ
　⭐売上　47,730円　　スタッフ9名
　ご協力いただいた皆様ありがとうございました
10/25・26

　支援センター全国研修
7/18¥8/11･9/22･10/3･11/5･12/14･1/13¥2/13　
　運営委員会　
1/24・3/7　
　受け手ミーティング　
7/27･8/24･9/16･10/14･11/18･12/13･1/17･2/15･
3/24
　支え手ミーティング
9/9・12/1・2/24　
　東京ネットワーク会議
10/12・10/19・11/9　
　東京ネットワーク合同養成講座
11/1
　南関東エリア会議
1/31
    支援センター運営者会議

ー今後の予定ー
4/18
  東京ネットワーク合同研修
6/6
  支援センター総会
6/7　
  MCL総会・公開講座

ー編集後記ー 

　今号より紙面をリニューアルしました。読みやす
さを重視した編集を心がけましたがいかがでしょう
か。今後も工夫していきたいと思いますので、忌憚
のないご意見をお寄せください。新入学・進級のこ
の時期、子どもたちは期待と不安が入り混じった気
持ちで日々過ごしていることと思います。しっかり
と気持ちに寄り添っていきたいと思います。 

⺫⽬目黒区内フリーダイヤルキャンペーン 

 めぐろチャイルドライン初の試みとして、①目黒
の子ども達の実態を知る、②ヘルプラインの可能性
を探るという2点を目的としてフリーダイヤルキャン
ペーンを実施しました。目黒の子どもの達の実態を
知るまでには至りませんでしたが、チャイルドライ
ンの大切さを再認識すると共に、ヘルプラインのた
めの地域のネットワーク作りへの一歩が踏み出せた
ことを大きな成果とし、先へつなげていきたいと考
えています。今回の反省を踏まえ、次年度はまた形
を変えてフリーダイヤルを実施する予定です。 

⼦子育て⽀支援講座 
　　「あっ！そうなんだ！性と⽣生」 

日時：2015年2月8日（日）13：30～16：30　 
場所：目黒区緑が丘文化会館第1研修室 
講師：安達倭雅子 
　　（埼玉子どもを虐待から守る会電話相談員、 
　　　人間と性教育研究協議会幹事、元NPO法人 
　　　チャイルドライン支援センター常務理事） 

冷たい雨の降る中、チャイルド
ライン関係者、地域の子ども　
支援に関わる方、子育て中の　
パパとママ等13名の方にご参
加いただきました。

＜実施状況＞ 
実施日：2015年9月1日～7日（7日間） 
スタッフ(受け手・支え手)：7日間述べ  42名 

受信件数：総受信件数　6件、会話成立件数　3件 

チラシ配布枚数：計24,000枚 
　　　　（内訳）区立小中学校 12,700枚 
　　　　　　　　区内私立小中高校 7,000枚 
　　　　　　　　区内都立高校 3,260枚 
　　　　　　　　その他（塾等）1,000枚 
スーパーバイザー：小児科医、弁護士 
　　　　　　　　  主任児童委員、警察少年課


